
別海町中長期財政運営基準に係る令和２年度決算状況について

◆別海町中長期財政運営基準における
  令和２年度当初予算基準額及び決算額の状況
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当初予算基準額 2,543
決算額 2,661
当初予算基準額 856
決算額 855
当初予算基準額 7,009
決算額 6,917
当初予算基準額 1,159
決算額 1,107
当初予算基準額 733
決算額 908
当初予算基準額 12,300
決算額 12,448
当初予算基準額 119
決算額 114
当初予算基準額 2,795
決算額 2,658
当初予算基準額 94
決算額 84
当初予算基準額 306
決算額 242
当初予算基準額 1,342

　 決算額 1,320
当初予算基準額 1,468
決算額 1,328
当初予算基準額 2,842
決算額 2,863
当初予算基準額 1,811
決算額 1,799
当初予算基準額 613
決算額 603
当初予算基準額 11,390
決算額 11,011
当初予算基準額 910
決算額 1,437
当初予算基準額 5,010
決算額 7,968
当初予算基準額 6,605
決算額 9,518
当初予算基準額 ▲ 1,595
決算額 ▲ 1,550
当初予算基準額 17,310
決算額 20,416
当初予算基準額 17,995
決算額 20,529
当初予算基準額 685
決算額 180
当初予算基準額 535
決算額 －
当初予算基準額 ▲ 150
決算額 ▲ 113
当初予算基準額 1,140
決算後 1,142

事業収支の状況

進捗状況

　令和２年度決算がまとまりましたので、別海町中長期財政運営基準に係る令和２年度決算状況に
ついてお知らせします。

　「01.税収」では、町民税や固定資産税など
が当初予算基準額を上回る決算額となったこ
とに加え、「05.その他の収入」では、ふるさ
と応援寄附金が当初予算基準額を上回る決算
額となったことなどで、経常「歳入」計で
は、148百万円の増額となっています。

　表上では、歳入合計の決算額から歳出合計
の決算額を差し引くと、▲113百万円となりま
すが、財政調整基金180百万円の繰り入れを含
めると、令和２年度決算における剰余金は67
百万円となります。
　この剰余金67百万円は、繰越事業の一般財
源として7百万円を、また、令和３年度に20百
万円を繰り越し、残りの40百万円を財政調整
基金に積み立てています。
　財政調整基金については、令和２年度に180
百万円を繰り入れたほか、令和元年度決算に
おける剰余金処分で30百万円の積立を行うな
どにより、決算後の年度末残高は、対前年度
末残高から148百万円の減額となる1,142百万
円となっています。
　なお、別海町中長期財政運営基準において
“年度末財政調整基金残高”は、当初予算基
準額では1,140百万円と見込んでおり、決算後
1,142百万円となっているため、概ね運営基準
どおりに進んでいると考えています。

　事業収支差引は、事業に必要な一般財源額
を表しており、当初予算基準額と決算額を比
較すると、45百万円減額となっています。

◆令和２年度決算状況について
経常「歳入」の状況

経常「歳出」の状況
　「07.他会計操出金」では、新型コロナウイ
ルス感染症感染拡大による受診控えにより、
町立別海病院の収入が減少したため、当初予
算基準額以上の額を病院会計に繰出してお
り、主にその影響で当初予算基準額に比べ増
額決算となっています。
　一方、それ以外の経常「歳出」は、当初予
算基準額を下回る決算額となっており、特に
「02.職員等人件費」と「06.負担・補助・扶
助」では、大きな減額幅となっています。
　これらにより、経常「歳出」計では、379百
万円の減額となっています。

収支差引額

年度末財政調整基金残高

06.負担・補助・扶助

07.他会計繰出金

08.公債費

09.その他支出

経常収支差引

事
業
収
支

01.特定財源「歳入」

02.事業予算「歳出」

事業収支差引

歳入合計

歳出合計

当初財政調整基金繰入予算

入札差金等の剰余見込額

区
分

項目

経
常
収
支

01.税収

02.譲与税交付金

03.地方交付税等

04.負担金補助金等

経常「歳出」計

05.その他の収入

経常「歳入」計

01.報酬

02.職員等人件費

03.維持補修費

04.光熱水燃料費

05.委託料


